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フ
ァ
ン
ト
ム
戦
闘
爆
撃
機
で
あ
り
、
投
下
さ
れ
た
核
模
擬
爆
弾
は
核
爆
弾
「
Ｂ
四
三
」
の
模
擬
爆
弾
の
Ｂ
Ｄ
Ｕ

8
Ｂ

で
、
七
月
二
日
に
は
約
四
発
、
二
十
三
日
に
は
約
九
発
が
、
伊
江
島
射
爆
場
の
爆
弾
用
標
的
に
向
か
つ
て
投
下
さ

れ
た
事
実
が
確
認
さ
れ
た
。
今
回
の
米
軍
の
核
爆
弾
投
下
訓
練
は
、
沖
繩
の
施
政
権
が
返
還
さ
れ
て
以
後
の
事
態

の
下
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
極
め
て
重
大
で
あ
る
。 

私
も
参
加
し
た
日
本
共
産
党
の
調
査
団
が
七
月
二
十
八
日
、
二
十
九
日
の
両
日
、
現
地
で
行
つ
た
調
査
に
よ
る

と
、
こ
の
核
模
擬
爆
弾
の
投
下
訓
練
を
実
施
し
た
の
は
、
嘉
手
納
基
地
の
第
一
八
戦
術
戦
闘
航
空
団
所
属
の
Ｆ

4 

最
近
、
米
軍
が
沖
繩
県
下
の
伊
江
島
射
爆
場
で
核
模
擬
爆
弾
の
投
下
訓
練
を
行
つ
た
事
実
が
、
日
本
共
産
党
の

調
査
の
結
果
、
明
ら
か
に
な
つ
た
。 

 
今
回
と
同
様
の
核
爆
弾
投
下
訓
練
は
、
沖
繩
の
施
政
権
返
還
以
前
の
一
九
七
二
年
一
月
ご
ろ
ま
で
は
伊
江
島
射 

在
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る
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主
意
書 

三 

 



 

爆
場
で
Ｂ
Ｄ
Ｕ

8
Ｂ
そ
の
他
の
核
模
擬
爆
弾
を
使
つ
て
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
訓
練
は
、
日
米
沖
繩
協

定
の
審
議
に
関
連
し
て
、
国
会
内
外
で
厳
し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
、
日
本
政
府
も
、
復
帰
後
は
こ
の
核
模
擬
爆
弾

の
投
下
訓
練
を
認
め
ず
、
や
ら
せ
な
い
方
針
で
あ
る
こ
と
を
公
式
に
繰
り
返
し
明
ら
か
に
し
て
い
た
。
す
な
わ 

 

ち
、
当
時
の
佐
藤
首
相
、
福
田
外
相
は
、「
模
擬
爆
弾
と
い
え
ど
も
こ
れ
は
核
だ
」「
（
核
の
）
模
擬
爆
弾
の
演
習
も

差
し
控
え
て
も
ら
つ
た
ほ
う
が
い
い
じ
や
な
い
か
、
こ
う
存
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、（
一
九
七
二
年
）
五
月
十
五
日

以
降
に
か
か
る
演
習
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
、
厳
重
に
我
が
方
と
し
て
は
警
告
し
た
い
。
」
（
福
田
外
相
、
一
九
七
二

年
三
月
七
日
・
衆
院
予
算
委
員
会
、
共
産
党
不
破
哲
三
議
員
に
対
し
て
）
、
「
核
の
模
擬
爆
弾
で
も
こ
れ
は
投
下
訓

練
は
し
な
い
、
そ
う
い
う
方
向
で
ア
メ
リ
カ
に
問
い
、
十
分
話
し
合
う
。
」
「
日
本
の
率
直
な
こ
の
要
望
は
必
ず
こ

た
え
て
く
れ
る
、
か
よ
う
に
思
い
ま
す
の
で
、
た
だ
い
ま
も
し
そ
れ
を
聞
か
な
か
つ
た
ら
ど
う
す
る
か
、
こ
う
い

う
と
こ
ろ
ま
で
考
え
る
必
要
は
な
い
よ
う
に
思
つ
て
お
り
ま
す
」
（
佐
藤
首
相
、
同
）
と
言
明
し
て
い
た
。 

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
回
、
施
政
権
返
還
後
の
沖
繩
に
お
い
て
、
在
日
米
軍
が
核
爆
弾
の
投
下
訓
練
を
行 

四 

 



 

三 

政
府
は
国
会
で
核
投
下
訓
練
は
さ
せ
な
い
と
明
言
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
今
後
、
在
日
米
軍
が
二
度
と 

つ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
つ
た
以
上
、
政
府
は
こ
の
問
題
に
関
し
、
次
の
質
問
に
明
確
に
答
弁
す
る
当
然
の
責
任

が
あ
る
。 

一 

政
府
は
、
前
記
の
通
り
、
核
模
擬
爆
弾
の
投
下
訓
練
を
や
め
さ
せ
る
よ
う
対
米
交
渉
を
行
う
と
約
束
し
て
い

た
が
、
ア
メ
リ
カ
側
と
核
爆
弾
投
下
訓
練
を
や
め
さ
せ
る
た
め
の
交
渉
を
実
際
に
行
つ
た
か
。
も
し
、
交
渉
を

行
つ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
結
果
は
ど
う
で
あ
つ
た
か
。 

二 

今
回
の
沖
繩
県
下
で
の
核
爆
弾
投
下
訓
練
に
対
し
て
、
ど
う
い
う
措
置
を
と
る
つ
も
り
か
。
か
つ
て
福
田
外

相
は
「
ア
メ
リ
カ
に
申
入
れ
を
す
る
、
警
告
を
発
す
る
」「
こ
れ
は
解
決
し
う
る
の
じ
や
あ
る
ま
い
か
、
こ
う
考

え
て
お
り
ま
す
」（
一
九
七
二
年
三
月
七
日
・
衆
院
予
算
委
員
会
、
不
破
哲
三
議
員
に
た
い
し
て
）
と
言
明
し
た

が
、
政
府
は
、
今
回
の
核
爆
弾
投
下
訓
練
に
つ
い
て
直
ち
に
警
告
し
、
中
止
さ
せ
る
の
が
当
然
と
考
え
る
が
、

ど
う
か
。 

五 

 



 

 

六 

核
爆
弾
投
下
訓
練
を
繰
り
返
さ
ず
、
核
攻
撃
訓
練
を
一
切
や
ら
せ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の

確
約
を
と
り
、
こ
れ
を
国
会
と
国
民
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

四 

今
回
、
伊
江
島
で
核
爆
弾
投
下
訓
練
を
行
つ
た
の
は
、
嘉
手
納
基
地
の
第
一
八
戦
術
戦
闘
航
空
団
で
あ
る
が
、

今
度
の
訓
練
に
よ
り
、
同
航
空
団
は
核
攻
撃
部
隊
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
実
証
さ
れ
た
。
政
府
は
、
当
然
、
核

攻
撃
部
隊
で
あ
る
第
一
八
戦
術
戦
闘
航
空
団
の
撤
退
を
要
求
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

五 

政
府
は
、
在
日
米
軍
の
行
動
に
関
し
て
は
つ
ね
に
「
信
頼
す
る
」
と
、
い
つ
て
き
た
が
、
今
回
の
よ
う
に
核
爆
弾

投
下
訓
練
が
強
行
さ
れ
た
以
上
、
米
軍
基
地
内
へ
の
立
入
り
、
点
検
を
要
求
し
、
核
持
込
み
の
有
無
、
核
攻
撃

機
能
の
保
持
の
有
無
等
に
つ
い
て
独
自
に
調
査
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


